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研究要旨  

頸椎椎弓形成術の術後成績において年齢による影響を調査した。高齢になるほど

JOA score は術前から悪く、術後の JOA score、改善率も不良であった。しかし、

獲得ポイントは年齢を問わず同等で、高齢者においても有意義な術式であると考

えられた。 

 

Ａ． 研究目的 

頸椎椎弓形成術の手術成績における、年

齢による影響を明らかにすること。 

 

Ｂ．研究方法 

132 例の頸椎椎弓形成術を施行した患者

を対象とした（頸椎症性脊髄症 106 例、頸

椎後縦靭帯骨化症 26 例）。年齢と JOA 

score の相関係数および、各年代（80 代：

13 例、70 代：45 例、60 代：39 例、50 代：

29 例）における臨床項目（JOA score、術

後合併症）を比較検討した。 

（倫理面での配慮） 

 本研究は、手術前の病態と手術後の経過

を後ろ向きに検討したものであり倫理面で

の問題はない。また、収集した個人情報に

は関しては漏洩のないよう管理して研究に

用いた。 

Ｃ．研究結果 

手術時平均年齢は 67.2 歳（43～93 歳）、

平均経過観察期間は 50.2 ヶ月（12～88 ヶ

月）であった。 

年齢と JOA score の相関係数は、術前、

術後最大、最終それぞれ-0.177、-0.387、

-0.4 であり、いずれも負の相関にあった

（P<0.05）。しかし、年齢と獲得ポイントの

相関係数は術後最大、最終それぞれ-0.14、

-0.16 でありともに相関を認めなかった

（P>0.05）。 

術前の JOA score は 80 代、70 代、60 代、

50 代でそれぞれ 8.4、8.1、9.2、9.5 と各

群間に有意差を認めなかった。術後最大 JOA 

score はそれぞれ 11.6、12.2、13.8，14.2、

最終JOA scoreはそれぞれ11.1、11.5、13.1、

13.8 で、50 代、60 代と 70 代、80 代の間に

有意差を認めた。 

しかし、術後最大獲得ポイントは 80 代、

70 代、60 代、50 代でそれぞれ 3.2、4.1、

4.7、4.7、最終獲得ポイントはそれぞれ 2.7、

3.4、3.9、4.3 であり、各年代、各時期を

通じて有意差を認めなかった。 

また、術後合併症として 70 代、80 代に

せん妄がそれぞれ 5例、2例に見られたが、

供観を要した脳梗塞は 60 代に 1 例みられ、

周術期死亡例は認めなかった。 

Ｄ．考察 

高齢者に対する頸椎椎弓形成術の術後成

績は多くの報告があるが、高齢者の定義は



さまざまであり結論も一定の見解が得られ

ていない。高齢者の定義をあえて行わず解

析を行ったところ、年齢と術前、術後 JOA 

score は負の相関があり、高齢になるほど

JOA score が低くなる傾向がみられた。こ

れは変形性関節症など加齢性の変化による

影響と考えられた。 

しかし、獲得ポイントは年齢を問わず同

等であり、術後合併症としてせん妄以外重

篤なものを認めなかった。 

Ｅ．結論 

高齢になるほど JOA score は術前から悪

く、術後の JOA score、改善率も不良であ

った。しかし、獲得ポイントは年齢を問わ

ず同等で、高齢者においても有意義な術式

であると考えられた。 
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